
The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　sooiety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

〈薬 　　剤〉

殺 虫 剤 の 現 状 と 将 来 の 展 望

安　　富　　和 男

　防疫殺虫剤 の 歴 史，現状 ，抵抗性問題 な どに つ

い て 取 りま とめ ，今後の 展望に 関す る 若干 の 私見

を述べ て みた い
。 家屋害虫駆除へ の 利用面で 少し

で も参考に なれば幸で ある 。

　　殺虫剤の歴 史

　ア ジ ア の 奥地，中国 とソ 連 の 国境付近原産の 除

虫菊 （有効成分 ピ レ ト リン ）の 殺虫力は 1800年頃

か ら知 られ て い た が ， 日本に は 1885 年 （明治18

年）に 種子が 輸入 され ，明治24年 頃か ら ノ ミ 取 り

粉 ，
っ い で 蚊取線香 な どの 製剤が 登場し た 。 ま

た ，オ ル ソ ジ ク ロ
ール ベ ン ゼ ン を50〜70％含む乳

剤は オ ル ソ 剤，ある い は ゾ
ー

ル 剤と呼 ばれ ，日本

独特 の 殺蛆 剤 と し て 戦前 か ら 現在 ま で 続 い て い

る。

　 DDT の 国産化は 昭和22年に 始ま り， 昭和20年

代後半は DDT 全盛時代で あ っ た 。 昭 和24年に 7−

BHC を 99％以 上含む リ ソ デ ン が現れ て ，は じめ

DDT ・リ ン デ ン の 混合油剤 ， 昭和30年頃 に は D

DT ・リ ン デ ン ・ピ レ ト リ ン の 3 種混合油剤が防

疫用 とし て 最も広 く，大量に 使用 された 。 こ の 頃

に デ ィ ル ド リ ン と ク ロ ル デ ン が厚生 省 の 許 可承認

を受けて，衛生害虫用 として は ，特に ゴ キ ブ リに

対する残留処理 に 用 い られた 。

　昭和31年 に ダイ ア ジ ノ ン が 許 可承認されて か

ら，衛生害虫 対象だ け で も14種の 有機燐剤が次 々

に 登場 し ，昭和 30年代後半か ら現在に 至 る ま で ，

有機燐剤中心 の 時代 とな っ て い る 。 特に ， フ ＝
ニ

ト ロ チ オ ン （ス ミ チ オ ン ），フ ェ ン チ オ ン （バ イ テ

ッ ク ス ）， ダ イ ア ジ ノ ン ， ジ ク ロ ル ボ ス （DDV

P ）の 四 つ は 極め て 広 く普 及 し た 。

　デ ン マ
ーク に お い て は DDT な どの 塩 素 系殺虫

剤は抵抗性の た め に 1950 年頃 か ら姿を消したけれ

ども ， 日本で は 昭和46年 （1971年）か ら 11曼性蓄積

毒 の た め に 衛生害虫分野 で 使用 され な くな っ た 。

　近年 ピ レ ス ロ イ ド系殺虫剤が 大きくク P 一ズ ア

ッ プ されて きた 。 合成 ピ レ ス P イ ド は 最初昭和27

年に ア レ ス リン が登 場し，蚊取線香や エ ア ゾール

の 成分とし て 普及 した 。 従米，ピ レ ス ロ イ ド とい

えば，もっ ぱら家庭用 殺虫剤専用で あ り， 残留効

果は 全 く期待で きない とい うの が常識に な っ て い

た けれ ども，最近新 ピ レ ス ロ イ ドが 次 々 に 登場

し ，単剤 ，ある い は 有機燐剤 との 混 合で 乳 剤な ど

に 製剤化 され，防疫用 薬剤 とし て 注 目をあび る よ

うに な っ た 。

　　殺虫剤の 現状 と展望　一成分 と剤型一

　1950 年 代 か ら 60年代 に か け て は
， 防疫殺 虫剤 の

具備すべ き条件 の 第
一

に
“

す ぐれ た殺虫力
”

が挙

げ られ て い た けれ ども， 1970年代に 入 っ て か ら

は
， 段 々

“
人畜低毒性

”
を最も重視する傾 向に 変

っ て きた 。

　諸外国 と比 較し た 日本 に お ける殺虫剤 の 特徴 の

一
っ は ， 「速 効性」 が特 に 好 まれ るの で ，DDV

P が配 合 され た有機燐剤同士 の 混 合剤が 最も多 く

使われ て い る こ とで ある 。

　 しか し，混合剤の なか に は た ん に 速効性が加わ

る だ けで な く，別の 意義を持つ もの がある 。 例 え

ば，フ ェ ニ ト ロ チ オ ン
・

フ タ ル ス リン の 混合剤や

ピ リ ダ フ ェ ン チ オ ン ・ジ ク ロ ル ボ ス の 混合剤の よ

うに 抵抗性イ エ パ エ に 対する相乗作用が認め られ

る配合で あ り，ご み埋 立地 な どで 使われ始め て い

る 。

　 また ，新し い ピ レ ス ロ イ ドの なか に は ，レ ス メ

ト リ ン ，フ ェ ノ ト リ ン （ス ミス リ ン ），ペ ル メ ト リ

ン （エ ク ス ミ ン ） の よ うに 残留 効果 が か な り期

待で きる もの があ り，今後衛 生害虫だ け で な く，

家屋 害虫 に 対 し て もこ の 面で 利用 で きる だ ろ う。

1 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　sooiety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

ペ ル メ ト リン は 乳剤， エ ア ゾ ール の ほ か ，燻煙

剤 の 成分と し て も 用 い ら れ ，そ の 追 い 出 し 効 果

（flushing　effect ）が ゴ キ ブ リ，カ メ ム シ ，家屋 害

虫な どで 注 目される よ うに な っ た 。 し か も，ピ レ

ス 卩 イ ドに は 有機燐剤抵抗性 の 害虫に 対し て 交差

抵抗性がな い の も長所の
一

っ で あ る 。

　 さらに ，森八 郎博土 の 最近 の 御研究 に よれば ，

有機錫 dithiocarbamateを有効成分 とする
一

連の

化合物が，木材害虫を対 象 とした場 合，防虫 ・防

腐の 両 面に す ぐれた 効果を発揮す る こ とがわか っ

た の は 大きな福音で ある。　「剤型」の 進歩 ，発展

も著し い 。 例えば ， DDVP 樹脂蒸散剤は チ カ イ

エ カ の よ うな衛生害虫は もち ろ ん ，貯殻害虫，家

屋 害虫に 対し て 利用面が ひ らけて い る 。 衛生害

虫 ， 特に カ の 幼虫に 対し て は ，発生源の 状況 に 応

じ て フ ロ
ー

テ ィ ン グ 粉剤 や 粒剤 （浮遊型 と 沈降

型）を使用す ると極め て 能率的 で ， 徐 々 に で は あ

る が普 及 し っ っ あ る。

　　抵抗性の 現状 と対策

　最近 の調査に よれば，世界で 364 種の 昆 虫に 殺

虫剤抵抗性の 現実問題が 生 じて い る 。 その うち

141種 が衛生 害虫で ， 双翅 目が 80種を数え て 最 も

種類 数が多 い 。　円本 で も， イ エ バ ユ ， ア カ イ エ

カ ，チ カ イ エ カ ， ネ ッ タ イイ ユ カ， コ ガ タ ア カ イ

エ カ の よ うな最 も身近か な双翅 目の 昆 虫 に 有機燐

剤抵抗性が 認め られ て い る 。
ゴ キ ブ リの なか では

チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リ に
一

番抵抗性問題が 生 じ ゃす

い 。

　一方，鞘翅 目 （甲虫類 ）に は 23種 ，ダ ニ 類 で も

16種に 抵抗性 の 発達が 起 っ て い る の で ，今後 家屋

害虫防除の 際 ， 注意を は ら う必 要がある と 考え

る 。

　 抵抗性は ，環 境へ の 適応で は な くて ，も ともと

低 い 頻度で
， 集団中に すで に 存在し て い た遺伝子

が殺虫剤が まか れる こ とに よ っ て淘汰され，子孫

に 集積す る た め に 起 る 。

　抵抗性 の メ カ ニ ズ ム を調べ て み る と，1）昆 虫表

皮か ら の 透過性が小 さい 。 2）解毒分解に 関与する

酵素の 活性が強 い こ とがわか る 。 酵素に は何種類

もあ り，イ エ バ エ な どで は 3〜 4 種類 の 要因が重

な っ て い る場合 さえ確か め られて い る 。

一
つ の 要

因で は 10借し か 強 くな くて も，三 っ 重な る と 103，

すなわ ち 1，　OOO 倍の 抵 抗性を示 す よ うに なる。

　WHO 殺虫剤専門委員会で は 有機燐剤抵抗性打

破 の た め 次 の よ うな研 究 や 対 策を奨め て い る 。

1）　抵抗性の 機構 と し て ，　
“
解毒

”
は

“
表皮透過

　性
”

よ り重 要 で あ る の で ，解 毒機構を 阻害す る

　 共力剤 （酵素阻害剤）の 開発ば 極め て 重要で ，

　 こ れが 実現 されれば 多 くの 有
．
機燐剤が有効に な

　 る 。

2） 殺虫剤と共力剤の 配合比率を検討する こ とも

　大切 で ある 。

3）　交差 抵抗 性 がな い か，交差 抵抗性 の 小 さい 薬

　剤の 開発，実用化が 望まれ る 。 例えば ， プ P チ

　オ ホ ス （トク チ オ ン ）は 他 の 有機燐剤に 抵抗性

　の強 い 害虫に 有効で ある 。

4）　幼若 ホ ル モ ン や表 皮形成阻害剤の 利用 も今後

　の課題である。

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 （国 立 予防衛生研究所）
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